
議
長
に
森
新
一
議
員
、
副
議
長
に
三
浦
和
一
議
員
を
選
出

全
国
に
先
駆
け
た
「
あ
つ
い
ぞ
！
熊
谷
お
祭
り
条
例
」
を
可
決

議
長
に
森
新
一
議
員
、
副
議
長
に
三
浦
和
一
議
員
を
選
出

全
国
に
先
駆
け
た
「
あ
つ
い
ぞ
！
熊
谷
お
祭
り
条
例
」
を
可
決
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正
副
議
長
を
選
出

　

６
月
６
日
、
松
浦
紀
一
議
長
、

福
田
勝
美
副
議
長
の
辞
職
に
伴
い
、

正
副
議
長
選
挙
を
行
い
ま
し
た
。

　

選
挙
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

◇
議
長
選
挙

　

投
票
総
数　
　
　
　
　

32
票

　

富
岡　

信
吾
・
・
・
・
14
票

　

森　
　

新
一
・
・
・
・
14
票

　

大
山
美
智
子
・
・
・
・
２
票

　

無
効　
　
　

・
・
・
・
２
票

　

選
挙
の
結
果
、
上
位
２
名
の
得

票
数
が
同
数
の
た
め
、
地
方
自
治

法
第
１
１
８
条
第
１
項
に
お
い
て

準
用
す
る
公
職
選
挙
法
の
規
定
に

基
づ
く
「
く
じ
」
を
実
施
し
た
結

果
、
森
新
一
議
員
が
議
長
に
当
選

し
ま
し
た
。

◇
副
議
長
選
挙

　

投
票
総
数　
　
　
　
　

32
票

　

三
浦　

和
一
・
・
・
・
22
票

　

桜
井
く
る
み
・
・
・
・
２
票

　

加
藤　

恒
男
・
・
・
・
１
票

　

林　
　

幸
子
・
・
・
・
１
票

　

無
効　
　
　

・
・
・
・
６
票

　

こ
の
結
果
、
三
浦
和
一
議
員
が

副
議
長
に
当
選
し
ま
し
た
。

森　新一  議長三浦和一  副議長

　

６
月
11
日
、
議
会
選
出
の
監
査

委
員
に
大
久
保
照
夫
議
員
を
選
任

し
た
い
旨
の
議
案
が
市
長
か
ら
提

出
さ
れ
、
同
意
し
ま
し
た
。

　

６
月
11
日
、
議
会
が
推
薦
す
る

農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
、
野
澤

久
夫
議
員
、
原
口
健
二
議
員
、
新

井
正
夫
議
員
を
推
薦
し
ま
し
た
。

　

６
月
20
日
、
総
務
文
教
常
任
委

員
会
に
お
い
て
、
黒
澤
三
千
夫
議

員
を
委
員
長
に
、
関
口
弥
生
議
員

を
副
委
員
長
に
互
選
し
ま
し
た
。

　

６
月
25
日
、
松
岡
兵
衛
議
員
が

妻
沼
南
河
原
環
境
施
設
組
合
議
会

議
員
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

監
査
委
員
の
選
任
に
同
意

農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦

総
務
文
教
常
任
委
員
会
正
副
委

員
長
を
互
選

妻
沼
南
河
原
環
境
施
設
組
合
議

会
議
員
の
補
欠
選
挙

　
６
月
市
議
会
定
例
会
は
、
６
月
６
日
か
ら
６
月
25
日
ま
で
の
20
日
間
を
会
期
と
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の

議
会
で
は
「
熊
谷
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
な
ど
の
市
長
提
出
議
案
23
件
を
審
議
し
、
13
件
を
原

案
可
決
、
７
件
を
承
認
、
3
件
の
人
事
案
件
に
同
意
し
ま
し
た
。
ま
た
「
あ
つ
い
ぞ
！
熊
谷
お
祭
り
条
例
」
な

ど
議
員
提
出
議
案
３
件
を
原
案
可
決
し
ま
し
た
。

　
６
月
６
日
に
は
正
副
議
長
の
選
挙
を
行
い
、
新
し
い
正
副
議
長
を
選
出
し
ま
し
た
。
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審
議
の
概
要

市
長
の
提
案
説
明

　

全
国
並
び
に
埼
玉
県
市
議
会
議

長
会
か
ら
、
次
の
議
員
が
永
年
勤

続
議
員
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

〔
15
年
以
上
勤
続
表
彰
〕

（
写
真
右
か
ら
）

　

礒
﨑　
　

修
議
員

　

松
岡　

兵
衛
議
員

　

松
本　

富
男
議
員

　

新
井　

正
夫
議
員

　

加
賀
﨑
千
秋
議
員

　

大
久
保
照
夫
議
員

永
年
勤
続
議
員
表
彰
さ
れ
る

　

初
日
（
６
月
６
日
）
の
本
会
議

で
は
、
市
長
か
ら
次
の
よ
う
な
提

案
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

「
本
年
２
月
の
記
録
的
な
大
雪

は
、
改
め
て
自
然
災
害
の
怖
さ
を

実
感
す
る
と
と
も
に
、
災
害
へ
の

備
え
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
重

要
性
を
再
認
識
す
る
な
ど
、
大
き

な
教
訓
と
な
っ
た
。
現
在
、
課
題

を
整
理
し
、
防
災
計
画
の
見
直
し

を
行
い
、
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応

で
き
る
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
ま
た
、
大
雪
に
よ
る
被

害
に
対
し
て
は
、
現
在
も
各
種
の

支
援
を
行
っ
て
お
り
、
中
で
も
被

害
が
甚
大
だ
っ
た
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
等
の
農
業
用
施
設
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
、
補
助
金
申
請
の
受
付
準
備
を

進
め
て
お
り
、
一
日
も
早
く
営
農

が
再
開
で
き
る
よ
う
継
続
的
な
支

援
を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

さ
て
、
６
月
に
入
り
、
季
節
は

い
よ
い
よ
夏
を
迎
え
る
。
本
市
は
、

昨
年
、「
国
内
最
高
気
温
を
記
録
し

た
ま
ち
」
を
返
上
し
た
が
、
厳
し

い
暑
さ
か
ら
市
民
の
健
康
を
守
る

た
め
、
「
暑
さ
対
策
日
本
一
の
ま

ち
」
に
ふ
さ
わ
し
い
熱
中
症
対
策

を
実
施
す
る
。

　

な
お
、
本
市
の
知
名
度
向
上
の

一
助
と
な
っ
た
「
あ
つ
い
ぞ
！
熊

谷
事
業
」
は
、
本
年
度
で
10
年
目

を
迎
え
る
。
引
き
続
き
、
地
域
資

源
を
活
用
し
た
特
色
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
、
市
民
の
皆
様
と
協
働
し

て
推
進
す
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
人
口
減
少
社
会
へ

の
対
応
は
、
待
っ
た
な
し
の
状
況

と
捉
え
、
本
市
に
お
い
て
も
、
将

来
に
わ
た
っ
て
持
続
で
き
る
都
市

構
造
の
構
築
と
と
も
に
人
や
企
業

に
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
、
喫

緊
の
課
題
と
し
て
真
剣
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

　

さ
て
、
消
費
税
率
の
引
き
上
げ

か
ら
２
カ
月
が
経
過
し
、
市
民
生

活
に
及
ぼ
す
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
現
在
の
景
気
回
復
基
調
を
維

持
し
、
さ
ら
に
そ
の
先
の
経
済
再

生
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
は
、

何
よ
り
「
地
域
の
元
気
」
が
不
可

欠
と
認
識
し
て
お
り
、
地
域
経
済

を
支
え
る
地
方
自
治
体
と
し
て
打

つ
べ
き
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
で
、
皆
様
に
は
御
協
力
を
お
願

い
し
た
い
。

　

そ
れ
で
は
、
今
定
例
会
に
提
案

す
る
議
案
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
今

回
の
補
正
予
算
は
、
ま
だ
年
度
開

始
間
も
な
い
時
期
な
の
で
、
国
の

予
算
執
行
に
伴
う
も
の
や
、
早
急

に
対
応
が
必
要
と
な
っ
た
事
業
を

計
上
し
た
。
初
め
に
、
歳
出
の
主

な
も
の
は
、
総
務
費
で
は
、
国
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
対
応
し
、

住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
な
ど
関

係
す
る
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
を
改

修
す
る
た
め
の
経
費
を
計
上
す
る

ほ
か
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
推
進

す
る
た
め
、
新
た
に
設
置
を
提
案

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
ス
ポ
ー

ツ
振
興
基
金
へ
の
積
立
金
な
ど
を

計
上
す
る
。

　

衛
生
費
で
は
、
地
球
温
暖
化
対

策
を
推
進
す
る
た
め
、
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
や
家
庭
用
燃
料
電
池

シ
ス
テ
ム
等
を
備
え
た
住
宅
、
い

わ
ゆ
る
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
を
、
新

築
ま
た
は
購
入
し
た
場
合
に
交
付

す
る
補
助
金
を
計
上
す
る
。

　

教
育
費
で
は
、
県
の
委
託
を
受

け
、
中
条
地
区
に
お
い
て
、
小
・

中
学
校
と
地
域
の
連
携
に
よ
る
実

践
的
な
防
災
教
育
を
行
う
た
め
の

経
費
を
計
上
す
る
。
こ
の
ほ
か
、

市
民
の
皆
様
か
ら
の
寄
附
金
を
各

基
金
に
積
み
立
て
る
。

　

次
に
、
歳
入
は
、
こ
れ
ら
の
事

業
の
財
源
と
し
て
、
国
・
県
支
出

金
、
寄
附
金
な
ど
の
特
定
財
源
の

ほ
か
、
前
年
度
繰
越
金
を
充
て
る

も
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
一
般
議
案
は
、
「
地
方

税
法
」
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
軽

自
動
車
税
の
税
率
の
引
き
上
げ
を

行
う
と
と
も
に
、
法
人
市
民
税
に

係
る
法
人
税
割
の
税
率
の
引
き
下

げ
等
を
行
う
「
熊
谷
市
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
な
ど
を

提
案
す
る
。」

　

６
月
６
日
の
本
会
議
で
は
条
例

案
や
補
正
予
算
案
に
対
す
る
質
疑

が
行
わ
れ
た
後
、
各
議
案
は
所
管

の
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
12

日
に
は
総
務
文
教
常
任
委
員
会
お

よ
び
環
境
産
業
常
任
委
員
会
に
お

い
て
、
ま
た
13
日
に
は
市
民
福
祉

常
任
委
員
会
お
よ
び
都
市
建
設
常

任
委
員
会
に
お
い
て
、
さ
ら
に
20
日

に
総
務
文
教
常
任
委
員
会
に
お
い

て
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
そ

れ
ぞ
れ
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
（
25
日
）
の
本
会
議
で

は
、
各
常
任
委
員
長
か
ら
案
件
審

査
の
経
過
お
よ
び
結
果
が
報
告
さ

れ
、
質
疑
、
討
論
を
行
い
、
市
長

提
出
議
案
を
す
べ
て
原
案
ど
お
り

可
決
、
ま
た
人
権
擁
護
委
員
候
補

者
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
「
あ
つ
い
ぞ
！
熊
谷
お

祭
り
条
例
」
を
は
じ
め
３
件
の
議

員
提
出
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決

し
６
月
定
例
会
は
閉
会
し
ま
し
た
。

　

各
議
案
の
審
議
結
果
は
次
の
表

の
と
お
り
で
す
。
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健
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大
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※

議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

　
６
月
定
例
会
６
月
25
日
の
本
会
議
に
、議
員
提
出
議
案
と
し
て
本
条
例
が
提
案
さ
れ
、

審
議
の
結
果
、
全
員
の
賛
成
に
よ
り
、
本
条
例
を
可
決
し
ま
し
た
。

あ
つ
い
ぞ
！
熊
谷
お
祭
り
条
例

　
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
熊
谷
に
は
、
関
東
一
の
祗
園
と
称
さ
れ
る
熊
谷
う
ち
わ
祭
、

戦
災
復
興
を
願
っ
て
復
活
し
た
熊
谷
花
火
大
会
な
ど
、
先
人
の
た
ゆ
み
な
い
努
力
の

下
、
地
域
に
根
ざ
し
た
お
祭
り
や
伝
統
行
事
が
数
多
く
継
承
さ
れ
、
市
内
外
か
ら
多

く
の
集
客
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　
熊
谷
の
伝
統
と
特
色
あ
る
文
化
を
発
信
し
、
熊
谷
の
魅
力
を
伝
え
る
お
祭
り
や
伝

統
行
事
に
は
、
担
い
手
と
な
る
地
域
の
人
々
だ
け
で
な
く
、
本
市
の
お
祭
り
や
伝
統

行
事
を
愛
し
、
誇
り
に
思
う
全
て
の
人
々
の
力
が
必
要
で
す
。
よ
っ
て
、
本
市
の
す

ば
ら
し
い
お
祭
り
や
伝
統
行
事
を
次
世
代
に
引
き
継
ぎ
、
魅
力
あ
る
ふ
る
さ
と
熊
谷

の
活
性
化
に
資
す
る
た
め
、
み
ん
な
が
サ
ポ
ー
タ
ー
と
な
る
べ
く
、
あ
つ
い
ぞ
！

熊
谷
お
祭
り
条
例
を
制
定
し
ま
す
。

（
目
的
）

第
１
条　
こ
の
条
例
は
、
本
市
の
お
祭
り
及
び
伝
統
行
事
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
と

　
参
加
を
促
し
、
市
民
、
事
業
者
及
び
市
の
協
働
に
よ
り
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
の
創

　
出
及
び
観
光
の
振
興
を
図
り
、
も
っ
て
豊
か
な
地
域
づ
く
り
に
資
す
る
こ
と
を
目

　
的
と
し
ま
す
。

（
定
義
）

第
２
条　
こ
の
条
例
に
お
い
て
「
お
祭
り
等
」
と
は
、
本
市
の
お
祭
り
及
び
伝
統
行

　
事
で
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
、
観
光
振
興
へ
の
寄
与
が
認
め
ら
れ
、
又
は

　
寄
与
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
も
の
を
い
い
ま
す
。

（
市
民
の
役
割
）

第
３
条　
市
民
は
、
家
庭
、
学
校
、
職
場
及
び
地
域
に
お
い
て
、
お
祭
り
等
の
理
解
を

　
深
め
、
参
加
、
観
覧
そ
の
他
お
祭
り
等
へ
の
支
援
・
協
力
に
努
め
る
も
の
と
し
ま
す
。

（
事
業
者
の
役
割
）

第
４
条　
事
業
者
は
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
積
極
的
に
地
域
の
お
祭
り
等
に
参

　
画
す
る
と
と
も
に
、
支
援
・
協
力
に
努
め
る
も
の
と
し
ま
す
。

（
市
の
役
割
）

第
５
条　
市
は
、
市
民
及
び
事
業
者
が
お
祭
り
等
の
感
動
と
楽
し
さ
を
享
受
で
き
る

　
よ
う
、
お
祭
り
等
へ
の
参
加
及
び
協
力
を
促
し
、
支
援
に
努
め
る
も
の
と
し
ま
す
。

２　
市
は
、
市
民
、
事
業
者
等
の
お
祭
り
等
に
対
す
る
理
解
と
関
心
が
深
ま
る
よ
う
、

　
お
祭
り
等
の
情
報
発
信
に
努
め
る
も
の
と
し
ま
す
。

３　
市
は
、
お
祭
り
等
に
関
す
る
伝
統
文
化
の
保
存
及
び
継
承
に
対
す
る
支
援
に
努

　
め
る
も
の
と
し
ま
す
。

（
熊
谷
お
祭
り
サ
ポ
ー
タ
ー
宣
言
の
日
）

第
６
条　
市
は
、
７
月
１
日
を
熊
谷
お
祭
り
サ
ポ
ー
タ
ー
宣
言
の
日
と
し
、
お
祭
り

　
等
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

（
委
任
）

第
７
条　
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
ま
す
。

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
条
例
は
、
平
成
26
年
７
月
１
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

第30号

第31号

第32号

第33号

第34号

第35号

第36号

第37号

第38号

第39号

第40号

第41号

第42号

第43号

第44号

第45号

第46号

第47号

第48号

第49号

第50号

第51号

第52号

議提議案
第３号
議提議案
第４号
議堤議案
第５号

専決処分の承認を求めることについて
（平成25年度一般会計補正予算（第７号））
専決処分の承認を求めることについて
（平成25年度熊谷市下水道特別会計補正予算（第2号））
専決処分の承認を求めることについて
（平成25年度熊谷市熊谷都市計画事業土地区画整理事業特別会計補正予算（第2号））
専決処分の承認を求めることについて
（熊谷市税条例の一部を改正する条例）
専決処分の承認を求めることについて
（熊谷市都市計画税条例の一部を改正する条例）
専決処分の承認を求めることについて
（熊谷市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）
専決処分の承認を求めることについて
（市長及び副市長の給料の減額支給に関する条例）

平成26年度　熊谷市一般会計補正予算（第２号）

熊谷市税条例の一部を改正する条例

熊谷市コミュニティ施設条例の一部を改正する条例

熊谷市立児童クラブ条例の一部を改正する条例

熊谷市火災予防条例の一部を改正する条例

熊谷市消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の
一部を改正する条例

熊谷市スポーツ振興基金条例

工事請負契約の締結について
（熊谷市スポーツ・文化村建築改修工事（第２期））
工事請負契約の締結について
（熊谷市立奈良小学校屋内運動場建築工事）
工事請負契約の締結について
（熊谷市立久下小学校屋内運動場建築工事）

市道路線の認定について

市道路線の廃止について

熊谷市監査委員の選任について

工事請負契約の締結について
（熊谷市立星宮小学校屋内運動場建築工事）

熊谷市固定資産評価員の選任について

人権擁護委員候補者の推薦について

あついぞ！熊谷お祭り条例

民法の改正による個人保証の原則的廃止を求める意見書

法曹養成制度の抜本的な見直しを求める意見書

ぎ
お
ん
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い
ぞ
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谷
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り
条
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熊
谷
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